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・ 4-6月期の英国の実質ＧＤＰ成長率の速報値は前期比▲20.4％、同年率▲59.8％と1955年の現行

統計開始以来で最大の落ち込みを記録した。既報のユーロ圏主要国よりも大幅な落ち込みとなっ

たのは、英国が全面的な経済活動停止に舵を切ったのが遅く、1-3月期の落ち込みが比較的マイ

ルドだったことも影響。同時に発表された月次ＧＤＰは、３月に前月比▲6.9％、４月は同▲

20.1％とさらに大きく落ち込んだ後、５月は同＋2.4％、６月は同＋8.6％と２ヵ月連続で増加し

ている。前四半期の最終月と今四半期の初めの月が揃って大幅な落ち込みとなったことで、4-6

月期の成長率は大きなマイナスのゲタを履いていた。５・６月の持ち直し後も、月次ＧＤＰの水

準はコロナ危機前の２月対比で▲17.3％にとどまる。 

・ こうした月毎の推移は業種別にも当てはまる。落ち込みの程度は異なるが、製造部門、サービス

部門、建設業、農林水産漁業の４分類に加えて、製造・サービス両部門の細分化した業種分類の

多くも、３月にマイナス成長、４月に下落幅が大きく拡大、５月以降は持ち直している。 

・ 四半期計数の需要項目別内訳は、コロナ危機対策を反映して政府投資（前期比＋11.4％）が増加

したものの、個人消費（同▲23.1％）、政府消費（同▲14.0％）、企業設備投資（同▲31.4％）、

住宅投資（同▲33.7％）、輸出（同▲11.3％）、輸入（同▲23.4％）が揃って大幅な落ち込みと

なった。輸入が輸出の落ち込みを上回ったため、外需の寄与度は同＋3.4％ポイント。 

 

 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ

出所：英統計局 出所：英統計局

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

13 14 15 16 17 18 19 20

農林水産業
製造部門
建設業
サービス業

（2015＝100）

-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

18 19 20

（％）

個人消費

固定資本投資

政府消費

在庫投資

純輸出

実質GDP成長率

■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

18/7-9月期 4.6 2.4 (0.6) 1.7 2.4 1.3 (▲ 4.8) (1.7) 9.6 3.3
18/10-12月期 1.6 0.9 (4.7) 0.6 5.3 ▲ 0.5 (▲ 0.7) (▲ 3.8) ▲ 1.1 12.2
19/1-3月期 5.4 2.7 (12.1) 0.8 2.1 4.8 (4.3) (▲ 9.4) 7.8 44.0
19/4-6月期 1.9 ▲ 0.2 (▲ 12.1) 1.4 7.5 ▲ 2.5 (▲ 18.5) (11.9) ▲ 9.9 ▲ 36.1
19/7-9月期 4.1 2.1 (▲ 2.6) 0.6 0.8 2.3 (▲ 6.3) (4.6) 26.6 8.7
19/10-12月期 0.4 ▲ 0.0 (▲ 5.8) ▲ 0.4 2.2 ▲ 5.6 (▲ 2.1) (5.8) 19.0 ▲ 0.5
20/1-3月期 ▲ 4.9 ▲ 8.5 (▲ 2.9) ▲ 11.2 ▲ 15.5 ▲ 4.3 (28.1) (▲ 5.6) ▲ 43.9 ▲ 32.7
20/4-6月期 ▲ 48.9 ▲ 59.8 (▲ 74.5) ▲ 65.1 ▲ 45.3 ▲ 69.2 (105.1) (14.7) ▲ 38.1 ▲ 65.5

出所：英統計局
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